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平
成
22
年
度
総
会
・
懇
親
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。今
年
度
は
、

21
名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
立
教
会
会
長
河
合
進
一
氏

（
47
産
）の
挨
拶
の
後
、総
会
が
行

わ
れ
、松
川
惟
明
氏（
25
経
）の
乾

杯
に
よ
り
、懇
親
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。美
味
し
い
料
理
を
食
べ
な

が
ら
、歓
談
で
盛
り
上
が
り
、最
後

に
校
歌
を
合
唱
、記
念
写
真
を
撮

り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
岐

阜
立
教
会
と
し
て
、
１
３
５
周
年

記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
立
教
未
来

計
画
」
募
金

に
、
前
年
度

に
続
き
本
年

度
も
、
10
万

円
を
寄
付
す

る
事
を
決
定

い
た
し
ま
し

た
。（
岐
阜
立

教
会
事
務
局

長　

 

山
本
英
雄　

記
）

７
万
円
余
の
募
金
協
力
が
で
き
ま

し
た
。地
域
立
教
会
間
の
交
流
と

親
睦
を
深
め
、大
学
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
発
足
し
ま

し
た
親
睦
ゴ
ル
フ
の
会「
首
都
圏

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
カ
ッ
プ
」は
、年

1
回
11
月
に
行
わ
れ
、昨
年
３
年

目
を
迎
え
ま

し
た
。今
年
も

同
コ
ー
ス
で

11
月
10
日
に

開
催
を
決
定
。

当
初
は
都
内

中
心
に
参
加

を
呼
び
か
け
、

徐
々
に
地
域

を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原　

記
）

【
問
合
せ
先
】首
都
圏
セ
ン
ト
ポ
ー

ル
ズ
カ
ッ
プ
実
行
委
員
会
事
務
局 

　
　
　
　
　
　
　

原
国
昭（
44
キ
）
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hara1946@
aurum

.co.jp

　

白
石
先
生
は
、タ
イ
・
チ
ェ
ン

マ
イ
大
学
ご
出
張
の
帰
り
に
バ
ン

コ
ク
に
お
立
ち
寄
り
に
な
り
、
2

日
間
に
渡
る
バ
ン
コ
ク
立
教
会
と

の
懇
親
の
機
会
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。17
日
夜
、バ
ン
コ
ク

立
教
会
男
性
陣
が
ホ
テ
ル
に
て

お
迎
え
し
歓
談
。翌
日
は
、女
性

会
員
か
ら
な
る「
バ
ン
コ
ク
立
教

会
L
a
d
i
e
s
」が
先
生
の
も

と
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。白
石
先

生
の
お
話
は
大
変
興
味
深
か
っ

た
だ
け
で
な
く
、異
国
の
地
に
い

る
私
達
と
交
流
の
場
を
持
っ
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
で
母
校
が
よ
り
近

く
感
じ
ら
れ
、愛
校
心
を
再
認
識

し
た
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

チ
ェ
ン
マ
イ
大
の
学
生
の
印
象
、

同
席
く
だ
さ
っ
た
観
光
学
部
の
稲

垣
先
生
に
よ
る
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス

の
お
話
も
新
鮮
で
し
た
。「
卒
業

し
て
も
な
お
、母
校
は
そ
こ
に
あ

り
続
け
、い
つ
ま
で
も
卒
業
生
に

エ
ー
ル
を
送
り
続
け
る
存
在
」…

今
回
の
先
生
方
と
の
懇
親
会
で
、

母
校
の
有
難
さ
を
思
い
起
こ
し
、

そ
れ
を
分
か
ち

合
う
校
友
の
い

る
喜
び
を
味
わ

え
ま
し
た
。白

石
先
生
、稲
垣

先
生
、お
忙
し

い
中
、誠
に
有

り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
西
島
り
え
子　

記
）

さ
れ
、和
や
か
に

会
食
が
進
ん
だ
と

こ
ろ
に
突
然
の
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
登

場
。プ
レ
ゼ
ン
ト

を
贈
ら
れ
た
子
供

達
は
驚
き
と
大
喜

び
の
表
情
に
。来

年
度
は
、既
に
講

演
会（
香
山
リ
カ
教
授
）の
日
程
も

決
ま
り
、順
調
か
つ
着
実
に
歩
み

始
め
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
（
53
教　

古
屋
賢
一　

記
）

　

今
回
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

に
合
わ
せ
て
開
催
し
た
。懐
か
し

の
タ
ッ
カ
ー
ホ
ー
ル
で
の
メ
イ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
、構
内
の
各

オ
ー
プ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
散
策
、

同
時
に
公
開
さ
れ
た
旧
乱
歩
邸
の

土
蔵
を
見
学
、そ

の
後
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
の

聘
珍
樓
で
母
校

の
発
展
と
会
員

の
健
康
を
祈
念

し
て
乾
杯
し
た
。 

　

  （
関
本　

記
）

　

船
橋
東
魁
樓
本
館
に
お
い
て
船

橋
在
住
者
の
親
睦
を
図
る
目
的
で

「
千
葉
西
部
地
区
船
橋
在
住
者
の

集
い
」を
開
催
致
し
ま
し
た
。初
め

て
の
開
催
に
も
拘
わ
ら
ず
昭
27
年

卒
～
平
22
年
卒
ま
で
総
勢
27
名
の

参
加
者
が
あ
り
、学
生
時
代
の
話

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
花
が
咲
き
、締

め
に
校
歌
を
斉

唱
し
て
盛
会
の

内
に
閉
会
し
ま

し
た
。今
後
、更

に
輪
を
広
げ
盛

り
上
げ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
43
営　

湯
浅　

記
）

【
問
合
せ
先
】

　

湯
浅　
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海
外
・

地
域

バ
ン
コ
ク
立
教
会

岐

阜

立

教

会

三
島
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

青
春
！
チ
ー
ム
昭
和
軒

1
9
5
5
年
卒
経
済
学
部
Ｃ
組
５５
会

昭
和
32
年
卒
経
済
学
科
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会

昭
和
35
年
卒
経
営
学
科
Ｅ
組
ク
ラ
ス
会

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
情
報
技
術
会

'10
・
11
・
17
〜
18
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク

第
３
回
首
都
圏

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
カ
ッ
プ

千
葉
西
部
地
区

船
橋
在
住
者
の
集
い

武
蔵
野
・
三
鷹
立
教
会

合
同
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会

稲
城
・
多
摩
立
教
会

ク
リ
ス
マ
ス
会

'10
・
11
・
11

'10
・
11
・
30

'10
・
12
・
5

'10
・
11
・
27

'10
・
12
・
11

'10
・
10
・
24

'10
・
12
・
16

'10
・
12
・
11

千
葉
県
袖
ヶ
浦
Ｃ
Ｃ

新
袖
コ
ー
ス

船
橋
東
魁
樓
本
館

吉
祥
寺
東
急
イ
ン

岐
阜
駅
じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ

ラ
・
ロ
ー
ゼ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
・

ア
ン
フ
ル
ー
ル

立
教
池
袋
中
・
高

グ
ラ
ウ
ン
ド

飯
田
橋　

大
塚
倶
楽
部

（（
株
）大
塚
商
会　

内
）

多
摩
永
山

情
報
教
育
セ
ン
タ
ー

　

武
蔵
野
は
内
藤
博
子
会
長
、三

鷹
は
鈴
木
紀
子
新
会
長
と
両
女

性
会
長
と
し
て
は
、は
じ
め
て
の

ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。福
澤
道
夫
チ
ャ
プ
レ
ン

の
お
祈
り
に
は
じ
ま
り
、現
役
学

生
ス
ペ
イ
ン
ギ

タ
ー
ク
ラ
ブ
の

演
奏
を
聴
き
、若

い
パ
ワ
ー
を
貰

い
楽
し
い
一
夜

を
過
ご
し
ま
し

た
。（
小
川 

記
）

　

8
月
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
稲

城
・
多
摩
立
教
会
が
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
開
催
。参
加
者
35
名
、大
学
か

ら
は
西
田
副
総
長
他
が
出
席
。伊

藤
先
輩
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
、稲
城
・

多
摩
立
教
会
旗
の
お
披
露
目
も

　

関
威
明
会
長
の
経
営
す
る
フ
レ

ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ア
ン
フ
ル
ー

ル
に
お
い
て
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開

職

域

　

当
会（
略
称「
立
教
Ｉ
Ｔ
会
」）

の
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。セ
ミ

ナ
ー
で
は
当
会
副

会
長
の
井
口
一
世

氏（
53
営
・（
株
）

井
口
一
世 

代
表
取

締
役
社
長
）に
よ

る
講
演「
最
新
米

国
Ｉ
Ｔ
事
情
」
を

実
施
。懇
親
会
で

は
、当
会
会
員
で
立
教
経
済
人
ク

ラ
ブ
会
長
の
和
田
成
史
氏（
50
営
・

（
株
）オ
ー
ビ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト 

代
表
取
締
役
社
長
）

に
よ
る
乾
杯
の
後
、新
入
会
員
紹

介
、会
員
ご
提
供
の
賞
品
に
よ
る

ビ
ン
ゴ
大
会
、応
援
歌
・
校
歌
の

斉
唱
と
、盛
り
上
が
り
の
う
ち
に

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】（
株
）大
塚
商
会
内 

立
教
Ｉ
Ｔ
会
事
務
局

　
０
３
‐
３
２
６
4
‐
７
１
１
１（
大
代
）

　

jim
ukyoku@

stpaul-it.net 

　
　
　
　
　
　
（
広
瀬
光
哉　

記
）

ク
ラ
ス
・
同
窓

　

暑
い
暑

い
夏
を
乗

り
切
り
、55

回
目
55
会

に
集
ま
っ

た
精
鋭
12

名
、
別
に

南
半
球
の

オ
ー
ス
ト

'10
・
10
・
22

'10
・
10
・
24

サ
リ
ュ
コ
パ
ン

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
・

聘
珍
樓

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
、昭
和
50
年
卒

の
体
力
自
慢
と
笑
顔
自
慢
の
男

女
20
名
の
仲
間
た
ち
が
、チ
ー
ム

昭
和
軒
と
し
て
、豊
島
立
教
会
と

対
戦
し
、惜
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、僕
ら
の
青
春
時
代
の
血

と
汗
と
涙
の
思
い
出
溢
れ
る
旧
新

学
院
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、青
空
の
下
、

大
声
を
出
し
た
り
、走
り
回
っ
た

り
、大
笑
い
し
た
り
、ま
さ
に
、「
青

春
！W

ELCO
M

E BA
CK

！
」

の
一
日
で
し
た
。そ
の
後
、4
丁
目

付
近
の
芝
生
で

車
座
と
な
り
、

仲
間
た
ち
皆
笑

顔
一
杯
で
若
き

日
の
思
い
出
話

を
つ
ま
み
に
、

ビ
ー
ル
で
祝
杯

を
あ
げ
ま
し

た
。　
　
　
（
50
観　

勢
力　

記
）

　

'08
年
、古
稀
の
集
い
を
契
機
に
、

卒
業
48
年
目
に
し
て
初
の
ク
ラ
ス

'10
・
10
・
24
〜
25

湯
本

富
士
屋
ホ
テ
ル

会
を
箱
根
湯
本
に
て
開
催
、そ
の

散
会
時
に
約
束
さ
れ
た
2
年
後
、

記
念
す
べ
き「
卒
業
50
周
年
の
集

い
」の
中
で
、第
2
回
ク
ラ
ス
会

を
開
催
、同
朋
の
中
に
は
50
年
振

り
に
母
校
を
訪
れ
た
方
、池
袋
西

口
の
変
貌
ぶ
り
に
振
り
廻
さ
れ
、

や
っ
と
の
思
い
で
正
門
に
辿
り
着

く
友
、第
一
食
堂
前
で
は
堅
く
手

を
握
り
合
う
級
友
な
ど
、北
は
仙

台
、南
は
鹿
児
島
、熊
本
と
全
国
か

ら
18
名
も
の
学
友
が
、中
に
は
半

世
紀
ぶ
り
の
再
会
に
心
を
熱
く
さ

れ
た
の
で
は
…
一
行
は
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
に
て
一
路
箱
根
湯
本
へ
。開

宴
に
先
立
ち
11
名
も
の
鬼
籍
の
友

に
黙
祷
を
捧
げ
、

ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、宴
の
中
締
め

で
は
、全
員
で
校

歌
を
斉
唱
。二
次

会
へ
と
存
分
に
旧

交
を
温
め
た
一
夜

で
し
た
。

　
（
石
原　

記
）

※
い
た
だ
い
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、編
集
の
都
合
上
、変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
校
友
の
広
場
」に
は
常
に
多
数
の
応
募
が
あ
り
、現
在
な
か
な
か
タ
イ
ム
リ
ー
に
ご
掲
載
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。原
則
と
し
て
年
間
一
団
体
、一
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

4
年
前
か
ら
、連
絡
が
と
れ
る

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
20
数
名
が
、年
に

1
度
開
い
て
き
ま
し
た
。学
園
祭

の
最
中
、台
風
14
号
の
余
波
を
受

け
な
が
ら
も
、10
名
が
集
合
し
ま

し
た
。ク
ラ
ス
の
５
分
の
１
し
か

集
ま
ら
な
い
の
は
少
し
さ
び
し

い
。多
く
の
仲
間
が
集
ま
る
に
は
、

本
誌
に
掲
載
す
る
し
か
な
い
の
で

は
と
な
っ
た
次
第
で
す
。早
く「
有

志
」
の
文
字
が

取
れ
、
秋
に
は

多
く
の
ク
ラ
ス

仲
間
が
集
ま
る

こ
と
を
期
待
し

て
、
今
回
の
報

告
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。会

昭
和
47
年
卒
法
Ｇ
有
志
之
会

'10
・
10
・
30

第
一
食
堂　

藤
だ
な

'10
・
11
・
6

銀
座
・

サ
ン
ミ
高
松
本
店

　

第
15
回
は
、遠
路
札
幌
か
ら
初

参
加
の
西
池
良
顕
氏
と
横
内
完
一

氏
の
2
名
を
加
え
、24
名
が
参
集
。

会
の
冒
頭
、岩
岡
さ
ん
に
よ
り
去

る
6
月
逝
去
さ
れ
た
山
﨑
嘉
寿
氏

の
冥
福
を
祈
り
黙
祷
と
献
杯
を
捧

げ
ま
し
た
。初
参
加
者
の
近
況
と

催
し
ま
し
た
。美

味
し
い
料
理
と
ワ

イ
ン
を
楽
し
ん
だ

後
、会
員
の
後
藤

慶
子
さ
ん
に
よ
る

二
胡
の
演
奏
、恒

例
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
と
続
き
ま
し

た
。オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
は
、Ｏ
Ｂ
の
野
村
茂
継
氏
や

練
馬
立
教
会
、参
加
会
員
か
ら
協

賛
の
物
品
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、会

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
野　

記
）

ラ
リ
ア
か
ら
田
代
が
手
紙
で
参
加

し
た
。袋
野
真
平
君
の
ご
冥
福
を

祈
っ
て
全
員
黙
祷
、そ
の
後
は
例

に
よ
っ
て
ケ
ン
ケ
ン
ガ
ク
ガ
ク
、

80
歳
を
目
前
に
し
た
男
達
の
会

合
と
は
思
え
ぬ
元
気
良
さ
、ゴ
ル

フ
会
も
囲
碁
の
会
も
順
調
に
活
躍

中
。来
年
の
盛
会
を
祈
っ
て
閉
会
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
布　

記
）

の
合
言
葉
は「
楽
し
か
っ
た
こ
ろ

の
こ
と
を
共
有
で
き
る
友
達
が
多

く
い
る
こ
と
は
、人
生
の
宝
物
だ

（
安
田
作
）」

【
幹
事
】

石
川 　

 

０
２
９
２
‐
７
５
‐
１
５
６
１

市
古 　
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初
め
て
の
法
学
部
一
期
生
会
を

開
催
し
ま
し
た
。創
立
時
の
法
学

部
は
、著
名
な
東
大
教
授
陣
が
大

量
に
移
っ
た
た
め
、〝
第
二
の
東

大
法
学
部
〟と
ウ
ワ
サ
さ
れ
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、学
生
に
と
っ
て

は
、東
大
と
同
じ
レ
ベ
ル
を
要
求

さ
れ
て
合
格
単
位
取
得
は
厳
し

く
、特
に
、M

r.

長
嶋
を
は
じ
め
、

立
教
を
有
名
に
し
た
体
育
会
系
の

学
生
に
と
っ
て
は
、〝
出
席
時
間

不
足
〟で
苦
労
し
た
話
な
ど
が
公

開
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
道

を
歩
ん
で
50
年
。ち
ょ
う
ど
70
歳
、

「
古
稀
の
一
言
」を
全
員
が
発
言
し

て
ビ
デ
オ
記
録
。

懐
か
し
い
思
い

出
の
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
（
篠
﨑　

記
）

【
出
席
者
】Ａ
：
浅
井
旺　

安
藤
裕
夫　

岩

田
敬　

香
川
健
治　

関
威
明　

丹
治
隆
雄

Ｂ
：
黒
瀬
晶
郎　

里
村
忠
久　

関
正
勝　

鷲
巣
振
作  

Ｅ
：
飯
島
靖
寿　

奥
山
福
子　

児
嶋
英
介　

篠
﨑
泰
弘  

滝
本
光
雄　

中
村

哲
夫　

沼
田
勉　

Ｆ
：
小
林
則
夫
Ｇ
：
川

上
隆
生　

安
田
和
雄　

和
田
正
義　

Ｈ
：

石
渡
勇　

小
野
幸
夫　

笠
原
壮
史　

近
藤

敏
明　

佐
藤
大
輔　

高
瀬
喜
章　

舘
盛
治

中
村
司
朗　

野
田
豊　

三
戸
俊
子

'10
・
11
・
1

第
一
食
堂　

藤
だ
な

1
9
5
9
年
入
学
法
学
部
一
期
生
会

TEL

TEL

MAIL

MAIL

　

首
都
圏
10
地
域
の
立
教
会
及

び
２
職
域
立
教
会
総
勢
40
名
の
参

加
に
よ
り
開
催
さ
れ
、皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り「
立
教
未
来
計
画
」に

昭
和
32
年
卒「
セ
ン
ト
シ
ャ
イ
ン
会
」

TEL

【
出
席
者
】

石
原
新
二

林　

慧
子

関
野　

康

藤
巻
哲
雄

樫
村　

勉

三
宅
裕
司

石
井
淳
夫

石
口　

包

竹
内
朝
子

上
岡
潤
子

飯
田
利
幸

高
木　

基

田
口
圭
子

関　

威
明

岩
田　

景

大
路　

博

石
川
静
雄

後
藤
慶
子

神
田
博
司

TELMAIL【
参
加
者
】

川
田
喜
久
治

鈴
木
三
郎

千
布
英
彦

渡
邊
康
行

赤
川
浩
一

北
崎
詔
彦

竹
内　

進

廣
田
淳
一

鵜
川
寿
男

木
暮
孝
夫

田
中　

豊

藤
田　

明

【
出
席
者
】　

荒
井（
敏
）　

須
賀　

鈴
木

谷　

藤
巻　

増
永　

松
浦　

真
鍋　

吉

澤　

後
藤　

関
本

【
出
席
者
】　

柿
元　

笹
島　

土
井　

真

田　

市
古　

石
川　

斉
藤（
栗
原
）　

小

野　

宇
留
野　

生
田（
宗
沢
）

【
出
席
者
】

小
林
潤
一
郎

田
中
良
幸

長
嶺
晃
吉

松
田
喜
吉

宮
代
彰
久

石
原
慶
三

石
川
喬
夫

高
橋
重
貞

中
村
隆
一

橋
本
健
三

水
谷
重
雄

村
越
尚
美

幸
泉
博
三

高
橋
恒
寿

中
山
昇
三

松
浦
睦
雄

道
山
寿
松

村
田
和
男


